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<I,﻿140>

厩舎（iṣṭabl）の規則 1

駿馬は【帝国の】三つの繁栄﻿2のいずれにおいても重要な基礎をなしており、

国土拡大・憂患消散における最上の手がかりであり、王冠の主たる陛下におか

れては、これに多大なる関心を寄せておられる。このため、イラーキ・アラ

ブ、イラーキ・アジャム、ルーム、トゥルキスターン、バダフシャーン、シル

＊﻿ 　青山学院大学文学部教授
＊＊﻿　岡山大学学術研究院社会文化科学学域准教授
1﻿ 　馬の飼育や調教、治療に関する知見を収録した馬学書（faras﻿nāmah）は南アジア
において複数著されている［Storey:﻿ II,﻿394-402］。そのうちサンスクリット語の馬学
書Śālihotraのペルシア語訳として著されたものが複数ある。（1）バフマニー朝君主
Aḥmad﻿Walī﻿（位1422-1436）の命でʻAbd﻿Allāh﻿b.﻿Ṣafīが著したもの、（2）マールワー・
ハラジー朝君主Ġiyāṯ﻿al-Dīn（位1469-1501）の命で著されたもの、（3）グジャラー
トのアフマド・シャーヒー朝君主Muẓaffar﻿Šāh（位1511-1526）の命により1520年に
Zayn﻿al-ʻĀbidīn﻿Hāšimīが著したもの（Faras Nāmah-i Hāšimī）、（4）これをほぼその
まま転用してŠāh﻿Ǧahān時代にʻAbd﻿Allāh﻿Ḫān﻿Bahādur﻿Fīrūz﻿Ǧangの委嘱によって
著されたもの、（5）1665年にMuḥammad﻿Qāsimが著したもの。（4）の版本はFNH、（4）
の英語訳はFNH（Etr.）、ドイツ語訳はFNH（Gtr.）。その他には18世紀に執筆された
Tuḥfat al-Ṣadrが刊行されている（TS）。また19世紀前半にウルドゥー語で執筆された
Faras Nāmah-i RangīnについてはPhillottによる英語訳があり、それに付された語彙集
は有用である（FNR﻿（Etr.））。（M）

2﻿ 　帝国の統治部門を宮廷、軍務、財務の三つに区分する発想は本書に一貫している。
このことについては［AA﻿（Jtr.）﻿1:﻿80,﻿n.﻿9;﻿真下﻿2019:﻿54-55］。（M）
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ヴァーン、クルグズ、ティベト、カシュミールやその他の国々から﻿3、選りすぐ

りの馬たちを、商人たちが貴き宮廷へともたらしている。トゥーラーンおよび

イーラーンからはいつも、隊商が相次いで到着している。今日、世界の主たる

御方の厩舎（ṭawīlah）には12000頭の馬がおり、毎日一群の馬が入ってきて、

それと同じくらいの分が恵賜などとして出て行く﻿4。

見識ある熟練者たちは、人間のような気質を備えたこの利口な動物の繁殖に

関心を寄せ、わずかのうちにヒンドゥースターンは【名馬の産地として名高い】

アラブのお株を奪うまでになった。ほとんどの人々は、【ヒンドゥースターン

産の馬を】アラブ馬（ʻArabī）やイラーク馬（ʻIrāqī﻿5）と区別ができないほどで

ある。馬はあらゆる土地で繁殖でき、立派に育ちはするが、カッチュの地はア

ラブ馬（Tāzī﻿6）に似た馬を産する﻿7。昔々、アラブの地を出て難破した一隻の船

がこの地に漂着したところ、その船には選りすぐりの馬が7頭乗っていたのだ

という。そして同地の馬は、この馬たちの血を引いていると考えられているの

である。またパンジャーブ、とりわけスィンド川とビハト川﻿8の間は、イラー

3﻿ 　本文に列挙された地名は、「イラーキ・アラブ」「トゥルキスターン」のごとく広範
な地理区分と「バダフシャーン」「シルヴァーン」のごとき特定の地域名とが混在し
ており、近世南アジアに対する軍馬の供給地に関する情報としてどれほど重要視でき
るか、確実な判断を許さない。南アジアに舶送されることが多かったアラブ馬の産地
と見込まれる地名もない。後続する、隊商の出発地としての「トゥーラーン」「イー
ラーン」も、南アジアの西方・北方に広がる世界を漠然と包摂する文飾にすぎないこ
とは明らかである。（M）

4﻿ 　宮廷儀礼において良馬が下賜もしくは献上されたことについては［Lally﻿2015:﻿110-
111;﻿真下﻿2019:﻿59-60］。なおLallyの論文は、良馬に騎乗する君主を描いた肖像画がム
ガル帝国宮廷で描かれるようになった画題であり、18世紀以降の後継諸国家が帝国の
宮廷文化や政治権威を借用する一連の展開のなかで、騎乗する君主の肖像画も各地で
制作されるようになったことを明らかにしている。（M）

5﻿ 　ムガル帝国時代の文献において、「イラーク馬」とはイラン（ペルシア）産の馬を
意味した。（M）

6﻿ 　アラブ馬（ʻArabī）とアラブ馬（Tāzī）はこの場合、同義であると考えられる。た
だし諸史料において軍馬を指す文脈の中では、後者を用いることが多いようである。
（M）
7﻿ 　Badā’unīは、カッチ馬が「アラブ馬（ʻArabī）に似ている」とのコメントを残して
いる［MT:﻿II,﻿359］。（M）

8﻿ 　Bihat。今日のジェーラムJhelum川。（M）

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（13）﻿

― 2 ―



ク馬に似た馬を産する﻿9。これはサヌージー﻿10と呼ばれる。またパッティー・ハ

イバトプル﻿11、バジュワーラー﻿12、ティハーラー﻿13にも産する﻿14。カリフ権の館の州

【アーグラー州】、メーワート﻿15、アジュメール州で【もそのような馬は見られ】、

パチュワーリヤー﻿16（ペルシア語のバーのファトゥハ、ペルシア語のジームの

スクーン、ワーウ、アリフ、ラーのカスラ、下双点付きヤーのファトゥハ、書

かれただけのハー）と呼ばれている﻿17。またヒンドゥースターンの北部山地で

9﻿ 　Panǧāb地方にあたる当時の帝国の行政区分はLāhawr州である。同州で「イラーク
馬に似た馬」が産出されることについては、本書に後出する地誌に記述がある［AA:﻿I,﻿
538］。（M）

10﻿　sanūǧī。読み方も含め、詳細は不明である。一部の写本はSTWǦYとつくり［AA﻿
Ms.﻿A:﻿65r;﻿AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿140,﻿n.﻿1］、これに従って”satuji”との読みを示す研究文献も
あるが、その根拠は定かでない［Sarkar﻿1984:﻿102］。（M）

11﻿　Patī﻿（Paṫṫī）﻿Haybatpūr。本書に後出する地誌・租税統計において、Lāhawr州の
Bārī﻿Dū-ābah県に属する郡の一つとして、この地名が見える。ただしそこでは軍馬の
産地であることの記述は無い［AA:﻿I,﻿542］。Bārī﻿Dū-ābah（dū-ābahは、河間地域の意）
とはベアス川とラーヴィー川との間の地域を指しており、これをAkbarが命名したこ
とについては、本書に後出の通りである［AA:﻿I,﻿537］。（M）

12﻿　Baǧwārah。本書に後出する地誌・租税統計において、Lāhawr州のBet﻿Ǧālandhar﻿
Dū-ābah県に属する郡の一つとして、この地名が見える。ただしそこが軍馬の産地で
あることの記述は無いし、同郡の騎兵数がその評価税額に照らして、他の郡よりも特
段に多いわけでもない［AA:﻿ I,﻿539］。Bet﻿Ǧālandhar﻿Dū-ābahとはベアス川とサトレ
ジ川との間の地域を指しており、これをAkbarが命名したことについては、本書に後
出の通りである［AA:﻿I,﻿537］。（M）

13﻿　Tihārah。Dihlī州Sirhind県に属するTihāṙah郡がこれにあたる。ジェーラム川すな
わちBihat川南岸、Lāhawr州との境界に接する［AA:﻿I,﻿527］。（M）

14﻿　底本は「パッティー・ハイバトプル、バジュワーラー、ティハーラーの地」と読ま
せるべく、zamīnの語があるが、諸写本のいずれもこれを欠く。訳文は後者に従った
［AA﻿Ms.﻿A:﻿65r;﻿AA﻿Ms.﻿B:﻿66r;﻿AA﻿Ms.﻿C:﻿56r］。（M）
15﻿　Mīwāt。本書に後出する地誌の記事において、この地名は県もしくは郡の名称とし
て現れないが、歴史的呼称としてはĀgrah州に属するAlwar県、Tiǧārah県、Sahār県
を中心とする、Āgrah西北方面の地域を指す地名であり、Dihlī州に属するRēwārī県
もこれに含まれる［Bhardwaj﻿2016:﻿11］。本書の地誌には、同地域に属する各郡の住
民（qawm）としてMēw（英語表記はMeo）がしばしば言及されている［AA:﻿ I,﻿451-
455］。（M）

16﻿　pačwāriyah。詳細不明。（M）
17﻿　本書に後出する地誌の記事において、Āgrah州およびAǧmīr州のいずれについても、
馬産の記事は見られない。なおこのくだりで言及されるLāhawr州、Āgrah州および
Aǧmīr州は、本書の租税統計として記録された騎兵数がそれぞれ、54480騎、50681騎、
86500騎となっており、帝国諸州の上位3位を占めている［AA:﻿ I,﻿539,﻿443,﻿508］。こ
れらの州の場合に限れば、一定地域に所属する騎兵数と馬の生産規模とは、必ずしも
本質的な対応関係にはない。それゆえ速断は禁物であるが、仮に両者の数値の間に対
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は力の強い小型の馬が見られる。これはグート﻿18（ペルシア語のカーフのダン

マ、ワーウとヒンド語の上双点付きターのスクーン）と呼ばれている。またバ

ンガーラの辺境では、クーチュ﻿19の近くで、トルコ馬とグートの中間の馬﻿20が

見られる。これはターンガン﻿21（ヒンド語の上双点付きのター、アリフ、隠れ

応関係を認めるなら、帝国における騎兵の軍馬が南アジア域内で、各地方において生
産された土産馬に大きく依拠していたことを示す状況証拠となるだろう。（M）

18﻿　gūṫ。ヒンディー語ではgūnṫhという語形であり、「チベットで飼育される馬。山地
の子馬（hill-pony）」を指す［Platts﻿1884:﻿926b］。本書ではDihlī州の地誌の記事にお
いて、同州北部の山地であるKumāwunに多数の「gūṫの馬」が産するとの記事があ
る［AA:﻿I,﻿514］。17世紀初頭のムガル帝国を見聞した英人FinchもKumāwun﻿（Camow）﻿
地方に“gunt”と呼ばれる小型の馬の品種が産することを伝えている［Finch:﻿181;﻿Yule﻿
et﻿al.﻿1903:﻿387a］。なお13世紀に帰されるサンスクリット語の馬学書Aśvavaidyakaで
はguṇṫhaという馬が言及されており、これらが「ペルシア馬」Pārasīka、「タジク馬」
Tājīka、「トルコ馬」Turṣkaに対して「南部産」Dākṣinātiyoであるとされていたとい
う［Gode﻿1945:﻿69］。Godeはこのguṇṫhaが本書のgūṫにあたるとするが、北部山地に
産するという本書のgūṫを「南部産」だというguṇṫhaに付会できるか、定かでない。
なおAśvavaidyakaを13世紀に帰する説はMazarsによる［Mazars﻿1994:﻿444］。（M）

19﻿　Kūč。今日、インド共和国西ベンガル州の北東端に位置するクーチュ・ビハール
Cooch﻿Bihar県にあたる。（M）

20﻿　底本のテクストはmiyānah-i﻿gūṫ﻿wa﻿ turkīとある。英語訳はこれを“...,﻿which﻿rank﻿
between﻿ the﻿gūṭ﻿and﻿Turkish﻿horses”とし、軍馬の等級を説明したものと解している
が、後出する馬のランク付けの記事にターンガンは現れないので、この解釈を採るこ
とはできない［AA﻿（Etr.）:﻿ I,﻿140］。本訳注では、その外見もしくは特徴がトルコ馬と
グートのいずれにも似ているという意味と解した。（M）

21﻿　ṫānghan。7世紀のサンスクリット語文献Harṣacaritaには taṅganaという種類の馬が
言及されているという［Digby﻿1971:﻿47;﻿Chakravarti﻿1999:﻿202］。Ṭabaqāt-i Nāṣirīの
著者Minhāǧ-i﻿Sirāǧは、Muḥammad﻿Baḫtiyār﻿Ḫalaǧīのベンガル侵攻に随行して同地
方北部の都市Lakhnawtīを訪れており、毎朝1500頭の馬が取引される同地の市場に
は、「TNKNH﻿馬」が「ティベット」からもたらされていたと記している。TNKNHは
カーブル版のリプリントであるラホール版のテクストであるが、カルカッタ版は tang﻿
bastahとする［TN:﻿ I,﻿430;﻿TN﻿（C）:﻿154］。Ravertyはこの箇所を、本書の記事を踏ま
えて tangahanと再建した［TN﻿（tr.）:﻿I,﻿567-568,﻿n.﻿6］。Digby,﻿Chakravartiはいずれも
Ravertyに拠りつつ、tangahanをTanghanと改め、この馬を、Harṣacaritaの taṅgana、
本書の ṫānghanに引き当てる［Digby﻿1971:﻿46;﻿Chakravarti﻿1999:﻿201］。なお現代ヒン
ディー語には「山岳地の小型馬（pony）」を意味する ṫānganという単語があり［Platts﻿
1884:﻿355a］、欧語文献においてTangun,﻿Tanyanとも表記される［Yule﻿et﻿al.﻿1903:﻿
898］。しかしDigbyは、Harṣacaritaの taṅganaが「背が高い」と記されていることか
ら、この語源説には否定的である［Digby﻿1971:﻿47,﻿n.﻿127］。また現代のネパールお
よびブータンにおける馬の主要な品種の一つとしてのTanghan﻿Ponyおよびその写真
は［Bhatta﻿et﻿al.﻿2020］。なおGodeは、13世紀に帰されるAśvavaidyakaが言及する
taṅkaṇaに本書の ṫānghanを引き当てる［Gode﻿1945:﻿69］。（M）
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たヌーン、ペルシア語のカーフと隠れたハーのファトゥハ、ヌーン）と呼ばれ

ており、力があって屈強である。

世界の主たる御方は洞察と識見の閃きにより、微に入り細にわたる知識をお

持ちになっておられ、さまざまな<I,﻿141>物品の現状を見識の閃きによって

照らし出される。そして時局に適った方策を確かなものとし、それに即して思

慮をめぐらせる。このため、統治の資源であり、偉大さをもたらす妙薬の源で

ある馬の案件には、多大なる注意を向けておられるのである。

第一に、商人たちが待機の不便なく休息し、時間の無駄から解放されるように、

独立した場所を定めた。そして、今日、取引業者たちをとりまいている吝嗇と

強欲が馬たちに不幸をもたらすことのないように、また【馬が】思慮の正しい

者たちのもとから別の誰かにわたることのないようにした。一方、行いの正しさ

が明らかである者、もしくは選ばれし人としての約定を堅守する者はいずれも、

自らが望む場所で馬を飼育し、取り決めの際に馬を持ってくることになってい

る。第二は、賢明な人物を隊商宿の管理のために任命したことである。その者

の見識と経験の閃きにより、取引業者が不法の道を進むことなく、性根悪き嘘

つきたちの無駄口が塞がれるようにするためである。第三は、信頼できる書記

（bitikčī）を配置することである。これにより【馬の】納入と観閲の糸口が確か

なものとなり、帝王の諸規則が忘却の手によってすり切れてしまうことはなくな

る。第四は、廉直なる価格決定者たちを任命することである。この者たちは馬

を等級づけ、到着順に価格を決定する。世界の支配者たる御方は、溢れる慈愛

ゆえに、この者たちが決定した価格の二倍以上﻿22をお支払いになる。こうして商

人たちは、待機することなく、自らの期するところを達するのである﻿23。

22﻿　dah﻿bīst﻿wa﻿ziyādah.﻿英語訳はこれを「一倍半以上」と解しているが、本訳注では
採らない［AA﻿（Etr.）:﻿ I,﻿141］。Guǧarāt地方のアフマド・シャーヒー朝における内訌
の際、一方の当事者が軍馬を調達した際、「二倍dah﻿bīstの価格」で戦勝後に支払う条
件で馬商と交渉した逸話が伝わる［MS:﻿404-405］。dah﻿bīstが二倍を意味する他の用
例としては、Ǧahāngīrが規定の二倍の重さの金貨、銀貨（dah﻿bīst﻿wazn-i﻿muhr﻿wa﻿
rūpiyah）を打刻するよう下命した記事を挙げうる［JN﻿（T）:﻿238;﻿JN﻿（A）:﻿207］。（M）

23﻿　ムガル帝国君主Humāyūnが、サファヴィー朝への亡命後、Qandahārを攻略し、
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【厩舎の】序列の規則

御用とそれ以外の二種類がある。

前者は、精選されたアラブ馬とアジャム馬﻿2440頭組の6つの厩舎である。後

者は、王子たちの厩舎、トルコ種の快速馬の厩舎、御館生まれの【馬たちの】

厩舎である。これらのいずれにも名前が付けられており、30頭以下で組織さ

れる。世界の主たる御方は、上記6つのいずれ【の厩舎に属する馬】にも騎乗

する。後者には、30頭組、20頭組、10頭組の三種類がある。価格が10ムフル

以下の馬は10ムフル厩舎に所属する。11ムフルから20ムフルまでの馬は20ム

フル厩舎に所属する。続きは同様である。

厩舎の管理には、アミールたちやその他のマンサブダールたち、有力なアハ

ディーたちが任じられている。彼らは飼料（ʻalīq﻿wa﻿qaḍīm）を至高の政府か

ら受け取る。厩舎の見張り役は馬1頭に騎乗するよう命じられているので、そ

の豆﻿25、飼い葉、その他は見張り役が自ら調達する。

Kābulへの行軍を準備していた際、インドからの隊商が、すでに同地で購入していた
「イラーク馬」を「インド征服の後にその代金を支払う」という商談をHumāyūnに
「請願」した。Humāyūnは「売り手たちの望む価格で馬の契約の証書を書いて手渡す」
こととしたという［AN:﻿ I,﻿242］。前注22で言及したGuǧarāt地方での軍馬調達の逸話
でも、戦勝後の後払いが条件であった。こちらの場合、当初2倍の価格での後払を馬
商側が断ったものの、売却相手が内訌を制するとの占いが出たため、馬商は1.5倍の
価格での後払いに応じたことになっている［MS:﻿404-405］。かくのごとき、軍馬の調
達（徴発）における馬商と政治権力との応酬を念頭に置けば、価格即決・倍額支払と
いうAkbarの施策はたしかに「溢れる慈愛」であったことになろう。（M）

24﻿　ʻAǧam。「アジャム馬」はこの場合、前出の「イラーク馬」と同義であり、イラン（ペ
ルシア）産の馬を意味している。後出する軍馬の序列の中では、第一等が「アラブ馬」
であり、第二等が「イラーク馬」である［AA:﻿I,﻿176］。（M）

25﻿　dānahは穀物全般の粒を意味し、本訳注の既出箇所ではこれを「穀粒」と訳した［AA:﻿
I,﻿128;﻿AA﻿（Jtr.）（11）:﻿25］。しかしこの語が馬商の間で口語的にもちいられる用語で
あり、後続する記事にあるごとく馬の餌としての豆を意味したことを踏まえ、ここで
は「豆」と訳した［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿142,﻿n.﻿1］。（M）
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【馬の】飼料の規則

御用の厩舎においては、1スィールが28ダームの重さだった時代には、一頭

あたりの豆は【毎日】8スィールであった。1スィールが30ダームの重さと定

められる﻿26と7.5スィールになった。冬には茹でたモート豆もしくはマーシュ

豆、夏にはエンドウ豆を与える﻿27。さらに﻿282スィールの粥﻿29、1.5スィールの砂

26﻿　スィールとダームの換算比およびその変化について、また1マン（40スィール相当）
がAkbar時代には約24.7kgであることについては［AA﻿（Jtr.）（1）:﻿100,﻿n.﻿51;﻿110,﻿n.﻿
70］。対スィールの換算比が28ダームから30ダームに改められたのが、Akbar治世の
いずれの時期であるかは判然としない。（M）

27﻿　モート豆（mōṫh）は秋作期の作物として、マーシュ豆（māš）およびエンドウ豆（nuḫūd）
は春作期の作物として本書に既出である［AA:﻿ I,﻿60-61;﻿AA﻿（Jtr.）（4）:﻿56,﻿58-59］。冬の飼
料として、秋作物のモート豆と春作物のマーシュ豆が選択されている理由は定かでない。
なお本書で言及される三種類の豆について、FNHでは、いずれも「熟していない」（sabz）
ものを与えることになっている［FNH:﻿50］。そうした未熟な豆の給餌についてFNHは次の
ように記す：「青モート豆は、中に実（dānah）のあるサヤ（ḫūšah﻿phalī）とともに与えな
ければならない。雨季には効能がある。炎症、痰、胆汁を抑え、馬を肥えさせる。青モー
ト豆を食べさせる時期には、胡麻油を麦灰（ǧaw-khār）【大麦の灰から作られるアルカリ】
とともに与えなければならない。というのも、豆だけを与えると、馬は腹痛を来すからであ
る」［FNH:﻿50］。またマーシュ豆については、「もし青いmāš豆を与えるなら、【煮込んで】
māš豆がどろどろになって、粒がほとんど残っていないような時に与えなければならない」
［FNH:﻿51］とする。さらに青エンドウ豆については「青エンドウ豆は、まだ熟していない
うちに与えなければならない。というのも、熟した後では、効果が無く、むしろ損害を及ぼ
すからである。青エンドウ豆は、花と粒を伴っていなければならない。青エンドウ豆を与
える時期には、一日間、ヒーングと生姜と長胡椒と岩塩の入った糖液（šarāb-i﻿qandī）を
先に与えなければならない。また、ある日には、酸っぱいヨーグルトを岩塩とbattīs﻿【battīsā:﻿
32種類の材料からなる強壮剤】とともに与えなければならない。もしその際に、上記の薬
種がなければ、毎日、1﻿sīrの胡麻油を9﻿diramの麦灰とともに与えねばならない。という
のも、もし青エンドウ豆だけを与えると馬は腹痛を起こすからである。この技能の学匠た
ちが述べるところによると、馬は、青エンドウ豆を食べることによって得る力を、肉や油や
乾豆や砂糖（qand）からは得られないという。青エンドウ豆を与えられる馬には常に、壮
健で好ましい様子が見て取れる。それはちょうど露が降りる早朝の青エンドウの畑のごと
くである」［FNH:﻿50］。なお茹でた豆を給餌する例は14世紀の中国東北部にも見られる［老
乞大 :﻿63,﻿67,﻿79］（『老乞大』に見えるこの情報は、舩田善之氏の教示による）。（M）

28﻿　当該箇所の語句az﻿ānは、豆の給餌量を説明する文に後続する文の冒頭である。この語
句それ自体は、既述の分量を指して「そのうち」の一部と解するのが自然であるが、この
文脈では、7.5スィールの豆「のうち」に「2スィールの粥、1.5スィールの砂糖」がある
というのは不合理である。それゆえ「その」ānは、一日あたりの飼料（ḫwurāk）全体を
指しており、7.5スィールの豆とは別に粥と砂糖が給餌されたものと解した。この点につ
いて英語訳は明瞭ではないが、本訳注と同様に解したものと考えられる［AA:﻿I,﻿142］。（M）

29﻿　ārd-ābah.﻿穀類の粉末（ārd）で製した汁物を意味する。現代の飼養管理においては、
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糖【を与える】。冬の間で青麦（ḫawīd﻿30）の前には、黄色油脂を0.5スィール

【与える】。2ダーム﻿31が飼い葉の費用として割り当てられる。青麦の時季には

飼い葉を与えない。馬は一頭あたり、おおよそ3ビーガー【の面積に相当する

青麦】を食べる。砂糖のかわりに黒砂糖﻿32を食用に供する場合、油脂は与えな

い。青麦を食べさせ始める時、三日間は豆を与えず、その後、6スィールの豆、

2スィールの黒砂糖が各日の配給となる﻿33。イラーク馬、トルコ馬を擁する、御

用以外の厩舎においては7.5スィールの豆を与える。気温の低い6ヶ月間は茹

でて与える。<I,﻿142>﻿1マン【の豆】を茹でるために、1ダームの費用が割り

当てられる。一週間に一度、0.25スィールの塩を与える。油脂を与える時季お

よび青麦を与える時季には、その価格が31ムフル以上である馬には一頭あた

り1スィールの砂糖を割り当てる。またその価格が30ムフル以下21ムフル以

フスマの粥（ブランマッシュ）を給与することがあるという［日本中央競馬会競走馬
総合研究所﻿2012:﻿195］。（M）

30﻿　実の入っていない穂を意味するが、これが馬の飼料として、実を付ける直前の小麦、
オーツ麦、大麦を刈り取ったものを指す用語であることについては［Nunn﻿1897:﻿32-
33］。大麦の青麦（ḫawīd-i﻿ǧaw）の給餌については、FNHにも言及がある：「大麦の
青麦を馬に与える最初の段階では、三日間、馬に水を与えてはならない。そうすると
効能がある。その後、井戸水を与えるのが適切である。大麦の青麦は、胆汁﻿ṣafrāと
熱﻿garmāの害を馬から抑え、馬の腹を通じさせる。また馬の腸﻿rūdahや内臓﻿aḥšāを
悪い体液から清め、活発にする。また馬の四肢の毛を繊細かつ輝きあるものにする」。
［FNH:﻿50-51］。（M）
31﻿　ここでのダームは、直前に現れる重量単位としてのダームではなく、銅貨の単位で
あり、1/40ルピーに相当する。（M）

32﻿　底本にはqand-i﻿siyāhとあり、この語は本書で既出である［AA:﻿I,﻿77;﻿AA﻿（Jtr.）（5）:﻿
72］。英語訳はこれを、サトウキビの精製後に得られる「糖蜜」molassesと解してい
る［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿142］。なお19世紀のウルドゥー語の馬学書Faras Nāmah-i Rangīnで
は、粗挽き小麦を牛乳で煮込んで粗糖（khānḋ）を加えた飼料が言及されているが［FNR﻿
（Etr.）:﻿16;﻿Gommans﻿1995:﻿72-73］、このkhānḋがPlattsの示唆するごとくqandに通じ
るか否かは定かでない［Platts﻿1884:﻿795a;﻿868b］。（M）

33﻿　本書はかくのごとく、各種の豆、大麦を主たる飼料として列挙している。一
方、FNHは、適切な飼料は地方によって異なるとしていて、「ḪurāsānとSWALKḊ
【Siwalik?】の地方において、Narbadah川の境域までは、馬に与えられる穀物の中で
は大麦が望ましい。Dakanの地方においては、TilingとMalībārの境域までは、馬に
エンドウ豆を与えるのが有益である。Sindhahの地方においては、馬にモート豆を与
えるのが有益である。Guǧarātの地方とDihlīの諸地方（bilād）においては、いずれ
の穀物を馬に与えても、有益である」とする［FNH:﻿51］。本書が伝える、各種穀物の
併用型給餌は、FNHのいうGuǧarātおよびDihlī地方の状況を反映したものか。（M）
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上の馬には一頭あたり0.5スィールである。それ以下の価格の馬には砂糖は与

えない。また青麦を与える時季の前には、その価格が21ムフル以上100ムフル

以下である馬には、1マン10スィールの油脂を食用に供する。11ムフル以上

20ムフル以下の馬には、30スィールである﻿34。10ムフルの馬には、油脂、黒砂糖、

青麦を与えない。馬一頭あたり毎日﻿3550分の1ダームの塩を割り当てる。ただ

し【一日分の一頭当たりの割当量にかかわらず、馬を】一箇所に集めて随時食

べさせている。

君主のもとにいるイラーク馬とトルコ馬には、2ダーム相当の飼い葉が割り

当てられている一方、地方に送られている馬については1.5ダームである。冬

には、飼い葉の代わりに馬一頭あたり1ビーガー分の青麦が割り当てられる。

その価格は、君主のもとにいる馬については240ダームである一方、地方にい

る馬については200ダームである。また青麦の時季には、馬一頭に対して2マ

ンの黒砂糖が与えられ、その分が豆から減じられる。

宮内部（buyūtāt﻿36）の業務通暁者たちがすべてを把握し、概算払を行う﻿37。そ

して適切な規則に従い、支給を受ける。もし馬が体調を崩したら、馬医の診断

34﻿　1マン（40スィール）が約24.7﻿kgであったことを考慮すると、馬1頭に対する毎日
の油脂の配給量としては過大であると考えられる。この文は前後の文と異なり、当
該価格の馬が属する厩舎全体に対する配給量を説明したものか。英語訳は“...,﻿horses﻿
of﻿a﻿value﻿from﻿twenty-one﻿to﻿upwards﻿of﻿one﻿hundred﻿muhurs,﻿get﻿one﻿man﻿and﻿ten﻿
sers﻿of﻿ghī”とあり、本訳注と同じ解釈を示している［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿142］。（M）

35﻿　har﻿rūz.﻿底本はこの語句を欠くが、諸写本に従い補った［AA﻿Ms.﻿A:﻿66r;﻿AA﻿Ms.﻿B:﻿
66v;﻿AA﻿Ms.﻿C:﻿57r］。（M）

36﻿　buyūtātについては本訳注の既出箇所で解説したとおりである［AA﻿（Jtr.）（1）:﻿82-
83,﻿n.﻿11］。（M）

37﻿　bar-āward﻿namāyand。bar-āwardは「見積」を意味するが、ムガル帝国の軍制に
おいてこの語は、観閲・烙印に先立って支払われる給付を指したので「概算払」と訳
した。本書の後出記事によると「（騎兵として）相応しいが手元不如意の者たち」に
「烙印なしで分与地（iqṭāʻ。この場合はǧāgīrに同じ）を割り当てる」こととしてお
り、こうした人員がbar-āwardīと呼ばれていたという［AA:﻿ I,﻿175］。所定の俸給額と
の差額は、兵員・軍馬が観閲・烙印に付された後で支払われることになっていたが、
Bāyazīd﻿Bayātが自らの回想録で不平を述べているように、烙印を行ってもその差額
が支給されるまでに相当の時間を要することもあった［THA:﻿372-373］。俸給給付に
おけるこのような運用は、兵員・軍馬の定員が充足されないという現実があったため
と考えられている［Habib﻿1968:﻿233］。（M）
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にもとづいて、支払われるべき分を与える。

雌馬の群れ﻿38に【種馬として】配置される馬はいずれも、その飼料は御用の

馬と同じである。グート馬には5.5スィールの豆と規定通りの塩が割り当てら

れる。また飼い葉については、君主のもとにいる場合は【費用として】1.5ダー

ム、地方にいる場合は1.12ダーム﻿39が割り当てられる。油脂、砂糖（qand）、

青麦は支給されない。また雌馬（qisrāq﻿40）には、君主のもとにいる場合は4.5

スィールの豆と規定通りの塩、1ダーム【相当】の飼い葉が割り当てられる。

地方にいる場合は、飼い葉が0.75ダームとなるほかは規定通りである。群

れの雌馬には2.75スィールの豆が割り当てられるが、飼い葉と塩と肉入り汁

（haymah）は割り当てられていない。

馬は生まれたあと、3ヶ月までは母親の乳を飲む。そして9ヶ月間にわたり、

2頭の牛の乳を飲む。その後、6ヶ月にわたり2.75スィールの豆を食べる。こ

のあと、6ヶ月ごとに1スィール増量する。3年で成長しきると、上記の規則に

従い飼料を得る﻿41。

38﻿　gallah-i﻿mādiyān。字義上は「雌の群れ」である。後続するqisrāqと区別して、繁
殖用の雌馬の群を示したものと解釈した。（M）

39﻿　当該箇所は「1ダームと25分の3﻿ダーム」という表現である。ダームの下位単位が
ジェータルǧētalであり、1ダームが25ジェータルに等しいこと、ジェータルがムガル
帝国時代においては会計業務上の単位であって、硬貨としての流通が稀であったこと
については［AA﻿（Jtr.）（1）:﻿99,﻿n.﻿47;﻿AA﻿（Jtr.）（2）:﻿88-89,﻿n.﻿36］。（M）

40﻿　この単語は若い雌馬を意味するが、文脈上、直前の「雌馬の群れ」と区別されてい
るので、経産でない雌馬を意味すると考えられる［Clauson﻿1972:﻿668b;﻿Doerfer﻿1963-
1975:﻿IV,﻿297-298］。（M）

41﻿　17世紀末のラージャスターン地方では、牧草の他に、穀物、砂糖、油脂（ギー）、
豆のほか、トウガラシ、さらにトウジンビエの干し草が給与されていたという［Arha﻿
2016:﻿201］。なお本書に記される各種飼料を、現代における飼料の分類に対応させれ
ばおおよそ以下のごとくである［日本中央競馬会競走馬総合研究所﻿2012:﻿192-195］。
「粗飼料」（おもにイネ科牧草とマメ科牧草。本書の記事における「青麦」「飼い葉」）、
「濃厚飼料」（おもにエンバク、トウモロコシ、大麦、フスマといった穀類、および油
粕類。フスマは粥状で給与されることもある（注29参照）。本書における各種の「豆」
は濃厚飼料に分類されよう。飼料に豆を用いることは中国においても同様である［謝﻿
1977:﻿43-49］）、「補助飼料」（例えば油粕。本書における「油脂」「黄色油脂」はこれ
に準ずるものか）。（M）
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装備の規則

御用の馬に関して、【汎用の装備以外に】騎行およびそれ以外の場合に揃え

させたり、様々な宝石や上質の布が取り付けられたりするものについて説明す

れば、長くなるので難しい。

【御用の馬一頭につき】1年につき277.5ダーム相当の具足が与えられる﻿42。【そ

の内訳】覆い（urtuk﻿43）は、綿を詰めたチート﻿44であり、47ダーム。たてがみ

覆い（yāl-pūš）は32ダーム。羊毛製の顔拭き（pašmīn﻿rū-pāk）は2ダーム。

以上の装備はいずれも6ヶ月ごとに新しく与えられる。そして古い覆いを回収

すれば、当初のその価格の半分を【予算の277.5﻿ダームから】減額できる。た

てがみ覆いについては6分の1【を減額できる】。馬衣（ǧul）は、表が毛の織物で、

裏がフェルトであり、42ダーム。轡留め（nuḫtah﻿45-band）と脚留め（pāy-band）

は紐でできており﻿46、40ダーム。腹帯（pušt-tang）は8ダーム。蝿払い（magas-

rān）は3ダーム。轡と腰巻き（qayzah）は14ダーム。馬櫛（ḫarḫarah）は1.5ダー

ム。飼葉袋（tūbrah）は6ダーム。籠（sabad）は豆を食べさせるためのもの

42﻿　以下、1年当たり2回の支給がある覆いから羊毛製の顔拭きまでの各経費を2倍し、
馬衣から籠までの各経費を合算すると、277.5ダームという数値が得られる。（M）

43﻿　ARTK.﻿本書では武具に関する記述のなかでARTK-i﻿kaǧīmという馬用の防具を指す
言葉として既出。当該箇所では英語訳およびPantに従いartakと読んだが、テュルク
語で「覆い」を意味するörtügにあたる可能性も示唆してあった［AA:﻿I,﻿124;﻿AA﻿（Etr.）:﻿
I,﻿119;﻿AA﻿（Jtr.）（10）:﻿77,﻿n.﻿83］。英語訳者は別の著作でこの語をartakと読んだ上で、
キルトの馬衣を意味する”úrtak”の語形もあるとしている［Blochmann﻿1868:﻿54］。こ
の語がテュルク語のörtügを記したものであることはClausonの語釈（「覆い」）およ
びそこに引かれたSanglāḫの説明（「自らの上に被せる掛け布団、覆い」）からうかが
える［Clauson﻿1972:﻿205b-206a;﻿SL:﻿42］。また18世紀末インドで編まれたテュルク語
語彙集にAWTRAKの語形で「馬の覆い」、AWRTKの語形で「毛織物（ṣūf）よりも良
い毛織物（pašmīnah）の名前」と説明されていることは参考になろう［LTC:﻿199v;﻿
200r］。（M）

44﻿　チートčhīṫについては、本書の布を説明した箇所に既出である［AA:﻿I,﻿104;﻿AA﻿（Jtr.）
（7）:﻿37,﻿n.﻿45］。（M）
45﻿　nuḫtahが馬の口にはめる鉄製の馬勒の一部であることについては［Dikhuda:﻿
nuḫtah］。（M）

46﻿　英語訳はnuḫtah（おもがい）と後脚の端綱と解しているが、底本にある rīsmānī
（rīsmānは紐の意）をいかに解したかは定かでない［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿143-144;﻿n.﻿2］。（M）
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であり、1ダーム。以上の装備はいずれも年に1回与えられる。そして古いも

のを回収すれば、15.4ダーム﻿47を減額できる。<I,﻿143>

御用の馬でない馬のうち、21ムフル相当以上の馬については、御用の馬と

同じ価格で、1年につき196.5ダーム【相当の具足が与えられる】﻿48。古いものを

回収すれば、25.5ダーム【を減額できる】。

20ムフルから11ムフル相当の馬については、1年につき155.25ダーム【相当

の具足が与えられる】﻿49。【その内訳】覆いは39.75ダーム。たてがみ覆いは27.25

ダーム。フェルトの馬衣は30ダーム。腹帯は6ダーム。轡と腰巻きは10ダーム。

轡留めと脚留めは32ダーム。蝿払いは2ダーム。手拭き（dast-māl）は1.5ダー

ム。馬櫛は1.25ダーム。籠は1ダーム。飼葉袋は4.5ダーム。古いものを回収

すれば、20ダーム【を減額できる】。

10ムフル相当の馬と雌馬およびグートについては、117.25ダーム【相当の具

足が与えられる】﻿50。【その内訳】覆いは37ダーム。たてがみ覆いは24.5ダーム。

馬衣は24ダーム。轡留めと脚留めは8ダーム。轡と腰巻きは8ダーム。腹帯は

5ダーム。蝿払いと手拭きはそれぞれ1.5ダーム。馬櫛は1.25ダーム。籠は1ダー

ム。飼葉袋は4.5ダーム。また減額幅は上【20ムフルから11ムフル相当の馬】

と同じである。

浅型鍋﻿51は、馬10頭分の豆を茹でるための鉄製の容器である。1マンの鉄で

できている。その価格は140ダームであるが、これには鉄工職人の手間賃が含

47﻿　当該箇所は「15﻿dāmと10分（ぶ）baḫš」という表現である。「10分」とは、1﻿dām
の25分の1にあたるǧētalが10という意味に相違ない。英語訳はこれを”fifteen﻿dáms,﻿
ten﻿ jetals”と訳するが、ǧētalの語がムガル帝国時代にはさほど頻繁には現れず、本文
でも用いられていないので、適切な処置とは言えない［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿144］。（M）

48﻿　21ムフル相当の馬について記された各装備を年1回の支給として積算すると196.5
ダームという数値が得られる。（M）

49﻿　11-20ムフル相当の馬について記された各装備を年1回の支給として積算すると
155.25ダームという数値が得られる。（M）

50﻿　下記の各装備を年1回の支給として積算すると116.25ダームという数値が得られ、
本文の記事とは整合しない。（M）

51﻿　kaṙāh.﻿鉄製の浅型鍋を意味するヒンディー語であるが、ここでは、本書において通
例となっているインド語由来語彙の発音解説を欠いている［Platts﻿1884:﻿831b］。（M）
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まれている﻿52。

銅製手桶は、水を飲ませるためのものである。御用の馬10頭につき1つであ

る。その価格は140ダームである。他の馬については、30頭組その他の厩舎に

対して1つである。

縄（kamand）は、鉄製の釘に取り付けられている。馬たちはこの縄につな

がれている。40頭組の厩舎に対しては3つ、30頭組の厩舎には2つ、それ以外

の厩舎には1つである。いずれ【の縄】も、0.5マンの重さである。その価格

は140ダームであり、【そのうち】16ダームは縄をなうための手間賃である。

鉄製の釘は、縄1本に2つが用いられる。いずれも5スィール【の重さ】で

あり、価格は15ダームである。

手鎚（tabar-i﻿ tuḫmāq）は、5スィール【の重さ】であり、鉄製の釘を打ち

込むために用いられる。いずれの厩舎にも1つずつ【備えられている】。

【以上の】銅製品・鉄製品が損耗した場合、御用の厩舎においては、その損

壊を補修できるかぎりはダルガたちが手配する。それを超えれば、【上述の予

算額から】時価額が差し引かれ、差額が支給される。それ以外の厩舎では、3

年後に半額が差し引かれる。

蹄鉄（naʻl）は、1年に2回取り付けられる。4本の足それぞれに8ダームが

与えられていたが、今日では10ダームである。

テント（kūndlān﻿53）は10頭に1つである。その価格は80.75ルピーである。

【厩舎の】奉仕者たち

アトベギ（ātbigī）。すべての駿馬について情報を集め、さまざまな世話係た

52﻿　Blochmannは「1マンあたり140ダームの鉄でできている」と解釈している。この
場合、kaṙāhが1マンの鉄でできた140ダームの製品であるという、本訳の解釈とは異
なる事になる［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿144］。（M）

53﻿　KWNDLAN.﻿英語訳が示唆するごとく、現代ヒンディー語でテントの一種を意味す
るkūndlā,﻿kundlāにあたるか［AA﻿（Etr.）:﻿145,﻿n.﻿1;﻿Platts﻿1884:﻿853,﻿865］。（M）
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ちを指導する。高い地位であり、有力なアミールに帰する。今日では、ハーニ・

ハーナーン﻿54がこの職務によって誉れを得ている。

ダルガ﻿55。各厩舎につき1人、幸運の性質を帯びた僕たちのなかから任ぜられ

る。【マンサブ】5000から有力なアハディーまでの者がこの職務によって高め

られる。

監督官（mušrif）。馬の計数、収支の勘定、神聖なる諸規則を監督する。こ

の宮内作業所の概算払は彼が行う。アミールたちのなかから選ばれる。

検査官（dīdah-war）。彼らは御閲馬に先立ちいくつかの検査を行い、【馬の】

等級と状態を判定する。彼らの評価を監督官が書き留める。【この任は】マン

サブダールやアハディーによって担われることが多い。

アフタチ（āḫtah-čī﻿56）。装備を管理し、馬に装着する。彼らは大抵アハディー

として月給を得る。

調教係（čābuk﻿sawār﻿57）。騎乗して、【各馬の走れる】速度と距離（rāh）を

54﻿　Akbar時代の有力貴族Ḫān-i﻿Ḫānān﻿（ʻAbd﻿al-Raḥīm）の名は本書に既出である［AA﻿
（Jtr.）﻿（9）:﻿118,﻿n.39］（M）
55﻿　ダルガ﻿dārūġah﻿は政府の様々な部門の現場責任者を指して広範に用いられた。軍
馬の飼養にかかる職務の責任者を指すダルガの語は、18世紀末に英東インド会社が独
自の軍馬調達網の構築を試みた際にも、軍馬飼養を監督し、その記録を行う責任者を
指して用いられた［Mishra﻿2012:﻿1124］。（M）

56﻿　āḫtah-čīは宮廷厩舎の管理官を指す［Doerfer﻿1963-1975:﻿I,﻿117］。Bābur Nāmahに散
見され［BN:﻿22,﻿384,﻿392,﻿489］、その中でもとくにベグの身分にある者がāḫtah-bigi
と呼ばれたという［BN﻿（Jtr.）:﻿510,﻿n.549］。HumāyūnおよびAkbarの時代の叙述史料
には後者の職名が見られ、例えばカナウジの戦い（947/1540）で敗北したHumāyūn
に亡命の旅の間も従った臣下にḤaydar﻿Muḥammad﻿Āḫtah-bigīがいる［HN:﻿66;﻿THA:﻿
52,﻿116,﻿118,﻿122,﻿124,﻿145,﻿178;﻿AN:﻿I,﻿223,﻿242,﻿290-291,﻿312,﻿333］。Humāyūnの北
インドでの復権後、彼は当時まだスール朝王家に連なるĠāzī﻿Ḫānがおさえていた
Bayānahに派遣され、戦闘では勝利したが、投降の条件に反してĠāzī﻿Ḫānを殺害し、
その財宝を奪って隠したとしてHumāyūnの不興を買い、以後近侍を禁じられた。し
かし、Humāyūnの死後、彼はAkbarに仕え、980/1572年のGuǧarāt遠征においても先
遣隊の一員として従軍していたと伝えられる［AN:﻿I,﻿351,﻿354;﻿II,﻿14,﻿29,﻿33,﻿122,﻿187-
188,﻿259,﻿372;﻿MT:﻿I,﻿463-464］。（W）

57﻿　čābukは馬用の鞭を、čābuk﻿sawārは馬を馴致調教する係を意味する［Steingass﻿
1892:﻿383］。ここでは、同職の任の一環として調教後の馬に騎乗しその能力をはかる
役割があったと解した。なお、čābukはヨーロッパ語文献において大型の鞭を指す語
として現れ、転じて「čābukを用いて鞭打つ」を意味する動詞としても用いられた
［Fryer:﻿I,﻿244,﻿247,﻿267;﻿Hedges:﻿I,﻿45,﻿61;﻿Master:﻿I,﻿143-144,﻿339,﻿344,﻿457,﻿466,﻿480-
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測る﻿58。監督官がそれを書き留める。アハディーとして手当を得る。

ハーダー（Hāḋā﻿59）（ハー、アリフ、ヒンド語のダール、アリフ）。ラージプー

トの一団である。<I,﻿144>彼らは馬にさまざまな基本動作（uṣūl）を覚えさせ

る。一部がアハディーとして月給を受ける。

十人頭（mīr-dahah）。知識のより豊富な馬丁の1人が、10人の馬丁の頭（か

しら）となる。アハディーとして月給を得る。他の御用の馬たち﻿60【の厩舎】

では170ダーム【の手当を得る】。御館生まれの馬たち【の厩舎】では160ダー

481］。当時、この鞭は犯罪者に対する刑罰においても用いられたようで、Van﻿Twist
は17世紀前半のGuǧarātにおける司法に関する記述のなかで、盗人の罪が比較的軽い
場合にkotwālが「Siambackと呼ばれる」大型の鞭で鞭打ち刑を何日もかけて行うと
述べている［Twist:﻿29-30］。また、Ovingtonも、17世紀後半のSuratにおいてčābuk
による鞭打ち刑はkotwālによって与えられる刑罰の一種であり、禁固刑より重罪の場
合に課せられると伝える［Ovington:﻿137］。なお、Gommansによると、18世紀のイ
ンドでは各宮廷に仕えるčābuk﻿sawārが馬市場での買い付けに従事していたとされる。
彼らは商人が見本として示す数頭を参考に、ある程度の数の馬をまとめて購入した
が、それらの質は必ずしも一様ではなかったようである。そのため、最も良い馬と最
も悪い馬は購入後に売り払われ、中位の品質の馬が軍用に残されたという［Gommans﻿
1995:﻿81］。（W）

58﻿　底本の注によれば tīzī-yi﻿rāhとするヴァリアントがあるが［AA,﻿ I:﻿143,﻿n.4］、底本
および本訳注で参照している3写本のテクストにある”tīz﻿wa﻿rāh”を採った。英訳も同
様の読みである［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿145］。（W）

59﻿　［古賀・高橋 :﻿1415b］には、「ラージプートの氏族名、ハーラー」とある。（W）
﻿ 史料にはHāḋā,﻿Hāḋah,﻿Hādā.﻿Hādah,﻿Hārā,﻿Hārahの語形が見える。これはラージ
プートの一枝族の名称であり、彼らはチャウハーン族に属するとされる［MU:﻿ II,﻿
113;﻿Tod:﻿ II,﻿439］。本書のAǧmīr州の地誌叙述においては、同州北部のNāgawr県
（sarkār）が、Hāḋahの「民族」qawmが住まう場所であるという。そしてHāḋahの住
地がHāḋawaṫīであるとの同書の説明はTodの叙述と同じであるが、Todが記述する
“Hárávati”は同州南東部のKotaおよびBundiにまたがる地域であり、これはAkbar時
代のRantanbhūr県にあたる［AA:﻿I,﻿508;﻿Tod:﻿II,﻿439］。同様の齟齬は同州の租税統計
における叙述にもあり、Nāgawr県の「民族」は「多種多様」muḫtalifとある一方［AA:﻿I,﻿
512］、Rantanbhūr県において「民族」としてHāḋāが卓越しているとされている［AA:﻿
I,﻿509］。ことによると、Akbarが1569年にRantanbhūrを攻囲した際、これに抵抗し
たのがHārāに属するRāy﻿Surǧanであった事実は、本書の叙述の背景にあるかもしれ
ない［AN:﻿ II,﻿335-338］。ムガル帝国に関連するHāḋāとして、Bāburと戦ったRānā﻿
Sangāの軍勢にNRBT﻿HARH﻿（Nṛpati﻿Hārah）を見いだせるし［BN:﻿511］、上記のRāy﻿
SurǧanはAkbarに降伏した後、帝国に迎え入れられ、本書にはマンサブ2000のマン
サブダールとして名を残している［AA:﻿ I,﻿224］。それ以降の時代におけるHāḋāは枚
挙にいとまがない（例えば［MU:﻿II,﻿208,﻿260,﻿305,﻿323;﻿III,﻿453,﻿509］）。（M）

60﻿　この「他」が、何に対する「他」なのかは不明。また、前出の「馬の等級の規則」［AA:﻿
I,﻿141］の叙述とも整合しない。（W）
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ムである。その他の厩舎では、30頭組の場合は140ダーム、20頭組では100ダー

ム、10頭組では30ダームである。さらに、彼は2頭の馬の世話もする。

馬医。アハディーとして月給を受ける。

ナキーブ﻿61。思慮深く、手際のよい者たち数名が情報収集に従事する。それ

ぞれの厩舎の状況をダルガと監督官に報告する。そして馬﻿62を御用のために控

えさせておくこと﻿63はナキーブたちの責務である﻿64。ナキーブの頭（かしら）2

人はアハディーの地位にあり、他の30人【のナキーブ】を従える。各ナキー

ブには100から120ダームが与えられる。

馬丁。馬2頭につき1名がその任にあたる。【御用の】40頭組の厩舎では月

給170ダームを受け取り、大王子﻿65【サリーム】の厩舎では138ダーム、その他

の王子たちや快速馬の厩舎では136ダーム、御館生まれの【馬たちの厩舎】で

は126ダームである。また、その他の【御用でない】30頭組の厩舎では106ダー

ム、20頭組では103ダーム、10頭組では100ダームである。

手綱持ち（ǧilaw-dār﻿66）とパイク（payk﻿67）。月給は120から1200ダームであり、

61﻿　同名の職については、象のナキーブが既出［AA:﻿I,﻿139;﻿AA﻿（Jtr.）﻿（12）:﻿19］。（W）
62﻿　sutūrān。字義は、四つ足の動物あるいは駄獣を指す。Blochmannはcattleとするが
［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿146］、ここでは文脈から馬を指すと解した。（W）
63﻿　御用のために馬を控えさせておくことについては、後出する「【馬の】待機の規則」
（本訳注22頁）を参照。（W）
64﻿　直訳すると「責務が彼らに帰する」。Blochmannは“it﻿is﻿their﻿duty﻿to﻿...”とするが、
これでは「彼ら」がナキーブたちを指すのか、直前のダルガと監督官を指すのかが曖
昧なままである［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿146］。（W）

65﻿　šāhzādah-i﻿buzurg。Akbarの第1王子Salīm﻿（1569-1627）であり、1605年、父王の
死後にǦahāngīrとして即位することになる。（M）

66﻿　ǧilawは馬勒あるいは手綱を意味し、ǧilaw-dārは手綱を持って馬を引く者を指
す［Steingass﻿1892:﻿369;﻿AA﻿（Etr.）:﻿ I,﻿150,﻿n.2］。インドにおけるǧilaw-dārについ
ては同時代のヨーロッパ語文献にも散見されるが、とくに17世紀の英語文献からは
ǧilaw-dārが通信文を運ぶ使いの役割を果たしていたことが窺われる［EFI﻿1622-23:﻿
13,﻿269;﻿EFI﻿1634-36:﻿272;﻿EFI﻿1651-54:﻿113;﻿Hedges:﻿I,﻿112,﻿119-120］。Montserratも、
“gelabdares”と呼ばれる急使がいて、彼らを「pegasiすなわち swift」とも呼ぶと伝える。
また、彼らは「1日に馬が全速力で走るのと同じくらいの距離を走って踏破する」と
し、帝国における情報の収集と伝達を支えていたと述べる［Montserrat﻿（Etr.）:﻿249］。
他方で、H.﻿Yuleによると、19世紀末までにはインドでこの語は使われなくなってい
たという［Hedges:﻿I,﻿112,﻿n.1］。（W）

67﻿　ウルドゥー語やヒンディー語では、paykはpāyikあるいはpāyakと同義であり、
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足の速さやはたらきに応じて様々である。50から100クローフを踏破する者も

多い﻿68。

装蹄係。アハディーや歩兵が任ぜられる場合もある。160ダームを受け取る。

鞍係。装蹄係と同様である﻿69。御用の40頭組【の厩舎】では、1番目と21番目、

2番目と22番目というように【組み合わせて】馬2頭につき1つの鞍が配され

る。1番目の馬が【40頭組の厩舎から】外れる際には鞍はそのまま残る。2番

目【の馬に付けられる鞍】は1番目の鞍になる。2番目の鞍が3番目だった馬

に付けられ、最後まで【同様に順が繰り上げられる】。もし中程の順番の馬が【厩

舎から】脱けるなら、その馬の分の鞍は前の馬に割り当てられる。

水運び係。【御用の】40頭組【の厩舎】に3人、30頭組【の厩舎】に2人、

使者、急使、使い走り等の意があるとされる［Platts﻿1884:﻿222b,﻿300b;﻿ 古賀・高
橋 :﻿814b,﻿848a］。しかし、Hobson-Jobsonは、徒歩の使者（foot-runner）や使い走
り（courier）を意味するペルシア語のpaikと、サンスクリット語で歩兵を意味する
padātika/﻿padikaから派生した語であり、使い走り（courier）を指すpāyīk/﻿pāyikを
区別しており、本文中の事例は前者に分類されている［Yule﻿et﻿al.﻿1903:﻿748a-749b］。
なお、Akbar時代のムガル帝国の史料中には、payk/﻿pāyikの事例はほとんど見られ
ない。AkbarnāmaはHumāyūnの家臣としてPayk﻿Muḥammadなる人名を伝えるが、
写本にはbegというバリエーションもあり疑わしい［AN:﻿I,﻿220］。また、Muḥammad﻿
Tuġluqがデカンからデリーの間に整備した駅逓制度で用いられていた徒歩の急使は
dhāwahと呼ばれていたが、Badā’unīはこの駅逓制度についての記述の中で「dhāwah
すなわちpāyikたち（pāyikān）」という説明を加えている［IB:﻿ III,﻿95;﻿ IB﻿（Jtr.）:﻿ IV,﻿
279;﻿MT:﻿I,﻿226］。一方、デリー・スルターン朝時代においては、主に歩兵として運用
されていたpāyikという集団が複数の史料に登場する。初期の事例として、Ṭabaqāt-i 
Nāṣirīにおいて、Naṣīr﻿al-Dīn﻿Maḥmūd（r.﻿1246-1266）が即位時に多くのpāyikと騎兵
を伴ってバフライチからデリーに移動したと記されている［TN:﻿I,﻿479;﻿Jackson﻿1999:﻿
62］。BaranīはBalabanやʻAlā﻿al-Dīn﻿Ḫalǧīが千～数千人のpāyikを兵士として抱えて
いたと記録している。ʻAlā﻿al-Dīn﻿Ḫalaǧī﻿時代のpāyikはスルタンの身辺の警護を担う
集団であった［TFSB:﻿55,﻿222;﻿Jackson﻿1999:﻿280］。̒Alā﻿al-Dīn﻿Ḫalaǧī没後に実権を握っ
たMalik﻿Kāfūrを殺害し、Quṭb﻿al-Dīnを擁立したのはpāyikの一団であった［FS:﻿349-
350;﻿TFSB:﻿375-377］。ベンガルに拠点を置いたTuġrilや Ilyāsもpāyikの集団を擁して
いたとされる［TFSB:﻿83,﻿591］。これらのデリー・スルターン朝時代の事例においては、
pāyikは非ムスリム（ヒンドゥー教徒）であることが含意されている。（N）

68﻿　Blochmannはこれを1日あたりの移動距離と解している［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿146］。kurōh
については［AA﻿（Jtr.）﻿（4）:﻿37,﻿n.7］を参照。（W）

69﻿　Blochmannは、鞍係が“the﻿same﻿rank﻿and﻿pay﻿as﻿preceding”を持つと訳す［AA﻿
（Etr.）:﻿ I,﻿146］。すなわち、装蹄係と同様にアハディーや歩兵が任ぜられ、160ダーム
を受け取ることを意味すると解釈している。（W）
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その他【の厩舎】には1人ずつである。月給は100ダームである。

天幕係（farrāš﻿70）。御用の厩舎のそれぞれに1人ずつである。月給は130ダー

ムである。

スィパンド焚き係（sipand-sūz﻿71）。それは【御用の】40頭組の厩舎以外には

いない。月給は100ダームである。

清掃係（ḫāk-rūb）。ヒンドでは掃除人（kannās）のことを「ハラール食い

（ḥalāl-ḫwur）」と称していたが、世界の王はこの呼称で知られるようになさっ

た﻿72。【御用の】40頭組の厩舎に2人、30頭組と20頭組の厩舎には1人ずつであ

る。月給は65ダームである。

行軍の際には、歩兵の費用を割り当てられているダルガたちは、何人か【の

歩兵】を馬を引くために配する。【その数は】30頭組に対し15人である。【費

用の割り当てを】受けていないダルガは、各々が同様の割合で宮廷により指名

された【歩兵を率いる】。【これらの歩兵】1人につき、日当は2ダームである。

70﻿　ここでは上記の馬用の天幕［AA:﻿ I,﻿143］の係を指す。本書では、他に君主の行軍
中の居所となる天幕を設営する「天幕係」が既出［AA﻿（Jtr.）﻿（3）:﻿122］。（W）

71﻿　sipand（ispand,﻿ isfand）は植物の名前で、その種を邪視除けのために焚くものとさ
れる［Dihḫdā:﻿sipand］。ただし、これがどのような植物を指すのかについては諸説あ
り、Blochmannはmustard﻿seedの一種とするが、Phillottはこれを否定し、wild﻿rue（ヘ
ンルーダ、芸香）であるとする［AA﻿（Etr.）:﻿146,﻿n.1］。一方、Beveridgeはwild﻿rue
ではなく、ヘナの原料であるmehndī（学名Lawsonia inermis）であると述べる［AN﻿
（Etr.）:﻿I,﻿397,﻿n.1］。ウルドゥー語では上記3つの植物を指すとともに、kālā﻿dāna（字
義は「黒い粒」。アサガオ、藍、大青、西洋ヒルガオの種）と同義語であるとされる
［Platts﻿1884:﻿47b,﻿635b,﻿803a］。（W）
72﻿　Blochmannは“Sweepers﻿are﻿called﻿ in﻿Hindustan﻿Halālkhur;﻿His﻿Majesty﻿brought﻿
this﻿name﻿en vogue.”と訳し、Akbarが与えた呼称がḥalāl-ḫwurであると解釈する［AA﻿
（Etr.）:﻿147,﻿n.1］。しかし、本文の動詞（nāmandī）に過去の習慣を示す時制が使われ
ていることを考慮し、ここでは以前の呼称であったḥalāl-ḫwurをAkbarがḫāk﻿rūbに
変えたと解した。Akbarが従来の呼称に代わり別の名称を与えた事例は、例えば衣料
品に関する記述［AA﻿（Jtr.）﻿（7）:﻿32-35］にあるように、本書の他の箇所にも見られる。
なお、ḥalāl-ḫwurの字義は「如法のものを食す者」だが、転じて何であれ如法である
として食してしまう者、最も低いカーストの人々を指す呼称とされる［Platts﻿1884:﻿
480b;﻿Yule﻿et﻿al.﻿1903:﻿409a-410a］。またManucciは、ムガル帝国においてḥalāl-ḫwur
が清掃の際に訪れた各家の情報をkotwālに報告する諜報の任を担っていたと伝える
［Manucci﻿（Etr.）:﻿II,﻿420-421］。（W）
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バールギール 73の規則

世界の主は等級をよく知ることで一部の者を騎乗に値するものとお認めに

なるが、彼らは馬の管理（nigāhbānī）には適していない。いくつかの厩舎が

【バールギールのために】別にされて、ダルガたちに委ねられ、別々に監督官

が置かれた。前述の騎乗者たちは服務の際、書記官の文書にしたがい、【馬の】

手入れ（tīmār-dārī）の職務を免除される。彼らはバールギール騎兵（bārgīr﻿

sawār）と名付けられている。

烙印の規則

取り違えが起こらないようにし、厄介事の芽﻿74を摘むために、【それぞれの

馬が】あるときは「閲覧（naẓar）」という印で、あるときは「烙印（dāġ）」と

いう文字で、またあるときは7つの数字で﻿75、焼印をつけられていた﻿76。至高の

73﻿　bārgīr.﻿字義上は「荷物を運ぶもの」であるが、自らが騎乗する騎馬やその装備を持
たない騎兵を意味する用語である［Platts﻿1884:﻿120b;﻿Irvine﻿1903:﻿47］。bārgīrは上官
が準備する騎馬・装備を利用して、その属下の部隊を構成した［SDS:﻿229-238］。ラー
ジャスターン地方においても、bārgīrと呼ばれ、自らの馬を所有しない騎兵があり、
彼らの用いる馬は低品質であるのが通例であったという。また同地方のbārgīrには三
つの区分があった［Arha﻿2016:﻿205-207］。さらにこの語は19世紀初頭のJaisalmer藩
王の騎馬隊の一要素として在証できる［Tod:﻿ II,﻿259］。さらに英領時代においてはこ
れが「不正規の」（irregular）騎兵を含意する軍事用語のbargeerとして流通していた
［Wilson﻿1855:﻿61b;﻿Yule﻿et﻿al.﻿1903:﻿69a］。（M）
74﻿　naqš-i﻿ḫudūk。Blochmannは“the﻿stamp﻿of﻿doubtful﻿ownership”と訳すがこれには
従わない［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿147］﻿。（W）

75﻿　Blochmannはこの部分を「7」という数字で焼印が付けられることもあった、と解
釈しているが［AA﻿（Etr.）:﻿147］、ここでは後出する軍馬の7段階の序列を数字で示し
て焼き付けたものと解した［AA:﻿I,﻿176-177］。本訳注77参照。（W）

76﻿　烙印については本書第二部の軍馬の項にも記述がある。それによると、導入当初
は、アラビア文字のスィーン（س）の頭の部分の形が馬の右側の首に焼き付けられて
いたが、その後何度か焼印の形、押す場所が変更され、最終的に数字が右側の腿に付
けられる形になったという［AA:﻿I,﻿191］。Akbarによる軍馬烙印制の導入については、
治世18年（1573/4）に発案され、翌19（1574/5）年に実施されたと伝えられる［AN:﻿
III,﻿69,﻿116-117;﻿Moosvi﻿2015:﻿205］。（W）
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政府に入れられた馬はいずれも右側の顎にその焼印を施されていた一方、<I,﻿

145>返された馬は左顎に焼印されていた。イラーク馬と混血馬（muǧannas﻿77）

については価値を示す数字の焼印が右側の顎に、またトルコ馬とアラブ馬

（tāzī）については左側に押されていたこともある。

今日では、いずれの厩舎の馬たちも価格を示す数字で識別されている。10

ムフル【厩舎に属する馬】は10の、20ムフル【厩舎に属する馬】は20の焼印

を付けられる。他も同様である。御閲馬の際に【価格に応じて】前後に並べる

ので、かつての【制度の下で捺された】焼印は消さずともよい﻿78。

補充の規則

かつては、40頭組や御館生まれの馬のうち10頭が、また快速馬のうち5頭

が出て行くたびに、その馬の代わりに別の馬が【厩舎に】入れられていた。【す

なわち】40頭組については王子たちの選りすぐりの馬のなかから、御館生ま

れの馬については御館生まれの馬のなかから、そして快速馬についてはその他

の厩舎から補充していた。また、もし大王子の厩舎にいる馬が15頭少なくな

れば、貴き弟君たちの選ばれた駿馬から【代わりの馬が】組み入れられ、次

の王子﻿79の馬が20頭少なくなれば、その下の弟君の厩舎やその他の厩舎から補

充していた。末の王子﻿80【ダーニヤール】の厩舎にいる馬が25頭少なくなれば、

選ばれた【その他の】厩舎から確保していた。

イラーヒー暦37年には、この先毎年1頭ずつ積み増していくよう勅命が出

77﻿　本書に後出する軍馬の7段階の序列で、アラブ馬、イラーク馬に次ぐ第三等に挙げ
られている。その大半はトルコ馬とイラーク馬の雑種で、イラーク馬に似ているとい
う［AA:﻿I,﻿176-177］。本訳注24も参照。（W）

78﻿　閲馬の際に価格順に整列させることについては本書に後述の通りである［AA:﻿ I,﻿
162］。英語訳は“When﻿horses,﻿at﻿the﻿time﻿of﻿the﻿musters,﻿are﻿put﻿into﻿a﻿higher﻿or﻿a﻿
lower﻿grade,﻿the﻿old﻿brand﻿is﻿removed.”とするが［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿148］、原文ではこの
箇所で整列の基準を明示していない。また、古い焼印を消すことを否定している。（W）

79﻿　šāhzādah-i﻿miyānī。Akbarの第2王子Murād﻿（1570-1599）である。（M）
80﻿　šāhzādah-i﻿ḫwurd。Akbarの第3王子Dāniyāl﻿（1572-1605）である。（M）
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た﻿81。こうしてこの度、御用の厩舎から11頭少なくなったので、補充が開始さ

れた。その他の厩舎の減少分は御閲馬に際して補填されることになっている。

罰金の規則

御用の馬が1頭死ぬと、当初の価値に対して1ムフルにつき1ルピーがダル

ガから徴収される。また【1頭につき】十人頭からは10ダームが、馬丁からは

月給の4分の1が徴収される﻿82。盗難や傷害が生じた場合は【罰金の額が】一様

ではないため、めでたきご聴聞に届け、ご命令を仰ぐ。

その他の厩舎では、【馬が死亡すると】1ムフルにつき1ルピーずつが、2頭

の場合は2ルピーずつが、またそれ以上の場合も同様の割合でダルガから徴収

されていた。十人頭と馬丁からは【上述の】原則にしたがい徴収されていた。

今日では、【死亡した馬が】1頭から3頭までの場合は1ムフルにつき1ルピー

ずつ、4頭の場合は2ルピーずつ、5頭の場合は3ルピーずつが【ダルガから】

徴収される。それ以上の馬が死んだ場合も同様である。

【馬の】口に裂傷が生じたら、十人頭は【その馬の価値】1ムフルにつき10ダー

ムの罰金を科せられるが、十人頭は【その罰金分を配下の】他の馬丁たちから

取る。

81﻿　この文をBlochmannは、“one﻿horse﻿should﻿annually﻿be﻿added﻿to﻿each﻿stable.”と訳
すが［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿148］、底本には“to﻿each﻿stable”にあたる表現がないうえ、誰がど
のようにして馬を積み増すように命じられたのかが不明瞭である。（W）

﻿ 　イラーヒー暦37年は西暦1592年3月から同1593年3月にわたるが、君主や王子に所
属する馬の補充に関する王命が下されたことについて、Akbar Nāmah等の叙述史料に
は記録が見えない。（M）

82﻿　Blochmannは“the﻿Dārogha﻿has﻿ to﻿pay﻿one﻿rupee,﻿and﻿ the﻿Mīrdaha﻿ ten﻿d.,﻿upon﻿
every﻿muhur﻿of﻿ the﻿cost﻿price”と訳し、御用の馬1頭の死亡に対し、ダルガと十人頭
の双方の罰金額がその馬の当初の価格を基準に算定されると解釈するが［AA﻿（Etr.）:﻿I,﻿
148］、ここでは十人頭の罰金額は馬の価格に関わらず1頭につき10ダームであると解
した。（W）
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待機の規則

御用【の厩舎】から2頭ずつ、一方、快速馬【の厩舎】からは3頭、10ムフ

ル厩舎から70ムフル厩舎とグート馬の厩舎からはそれぞれ1頭を【御前に】控

えさせている。【待機している馬は】4頭ずつに分けられ、それぞれが「同列」

（miṯl）と呼ばれる。最初【の同列】は40頭組、大王子、次の王子、御用の快

速馬の厩舎に属する。2番目は末の王子、御館生まれ、40頭組、快速馬【の厩舎】

に属し、3番目は【3人の】王子達と御館生まれの厩舎からそれぞれ1頭。4番

目は40ムフル厩舎、30ムフル厩舎、20ムフル厩舎、10ムフル厩舎に属する。【ア

クバルは】最後者の4種の馬に自ら騎乗することは稀である。

シャー・ムラード王子が御前から離れた後は、40ムフル厩舎に属する高価

な馬も君主の騎乗用とされている﻿83。【その場合の同列の】最初は40頭組、大王

子と末の王子、快速馬【の厩舎】に属し、2番目は70ムフル以上の御館生まれ、

40ムフルの御用の馬、快速馬【の厩舎】に属し﻿84、3番目は【ムラードを除く二

人の】王子達、御館生まれ、70ムフル厩舎から1頭ずつ、4番目は60ムフル厩舎、

50ムフル厩舎、40ムフル厩舎、30ムフル厩舎に属する。20ムフル厩舎、10ム

フル厩舎、グート馬【の厩舎】からも何頭かが待機している。<I,﻿146>

83﻿　第2王子Murādは1591年9月、Mālwah地方の統治のために派遣され［AN:﻿ III,﻿598-
600］、その後1593年4月にはGuǧarāt地方の統治を命じられた［AN:﻿ III,﻿639］。同地
でMurādはニザーム・シャーヒー朝を目標としたデカン遠征を命じられ、1595年10
月にAḥmadābādから出撃した［AN:﻿ III,﻿647,﻿697-700］あと、デカン各地を転戦し、
1599年5月に死去した。後続する「恵賜の規則」においても、「現在は」以降の記述では、
AkbarのもとにMurādがいないものとして書かれている。本書は1595/6年に完成した
後も内容のアップデートが続けられていたが、当該の文はMurādが故人でないことを
示しているから、その文が書かれた時点で、上記のいずれかの場所において当人は行
動中であったことになる。（M）

84﻿　4頭で構成される「同列」の出所が3つしか挙がっていない。（N）
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恵賜の規則

世界の主たる御方がかの6つの御用の厩舎の中の一頭に騎乗された場合、

人々の熱意を引き出し、奉仕を促すために、通例に則り何がしかが与えられ

る。かつては、もし御用の馬に騎乗されたら、1ルピーを与えておられた。【そ

のうち】1ダームをアトベギが、2ダームを手綱持ちが、18.5ダームを馬丁が、

それと同額を監督官、ナキーブ、アフタチ、鞍係が分け合っていた﻿85。大王子

の厩舎では30ダームが下されており、それぞれが、【御用の厩舎と】同様の配

分で4分の1少ない額を受け取っていた。次の王子の厩舎では20ダームであり、

同じ計算で額を減らして取っていた。末の王子、快速馬、御館生まれの馬の厩

舎では10ダームで、【配分は】同様のやり方であった。

現在は、40頭組はその額【1ルピー】で、大王子の厩舎では20ダーム、末の

王子の厩舎では10ダーム、快速馬は5ダーム、御館生まれは4ダーム、その他

の厩舎では2ダームである。

手綱金（ǧilawānah 86）の規則

恵賜とされた馬は、価格が1.5倍に加算される。その1ムフルあたり10ダー

85﻿　以上の数値を合算すると、1+2+18.5+18.5=40ダーム＝1ルピーとなる。（N）
86﻿　ǧilawānah。この語はBlochmannが注するとおりの稀少語であるが［AA﻿（Etr.）:﻿ I,﻿
150,﻿n.﻿2］、Ǧahāngīrが即位直後に行った施策として、次のごとく記していることは
本書の記事の解釈に参考になる。「象ないしは馬が恵与された人についてはいずれ
も、ナキーブたちや厩舎長（mīr-āḫwur）たちが手綱金だと言って、その人からある
金額を取るのが決まり事になっていた。私は、人々がこの集団の請求・取り立てから
解放されるべく、その金を政府から支払うように命じた」［JN﻿（T）:﻿28;﻿JA﻿（A）:﻿26］。
Ǧahāngīrの説明を参考に、恵賜の受益者から各種の職員が所定の金額を取っていたと
考えれば、例えば10ムフル（90ルピーすなわち3600ダーム）の馬を恵賜として得た
場合、その馬の価格は15ムフル（5400ダーム）と換算されるから、実際の価値3600ダー
ムに対して「手綱金」として総額150ダームが受贈者の負担となる、という計算になる。
（M）
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ムが取られる。5ダームはアトベギ、2.5ダームは手綱係﻿87、1.25ダームは監督官、

25分の9ダームはナキーブたち、0.25ダームは馬丁たち、【25分の】15ダーム

は集金係﻿88と鞍係とアフタチが均等に取る﻿89。

この繁栄した国土では、【馬の】寿命は30年、価格は500ムフルから2ルピー

である。
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